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自己紹介
• 辻真吾（つじしんご）


• 大学の研究所に勤めています

• Pythonを使ったデータ分析が得意です

• www.tsjshg.info


• 略歴

• 大学院修士修了→創業したてのITベンチャー起業（入社時社員7人）


• Javaを使ったWebアプリ開発

• 新川のデータセンターにSun Microsystemsのサーバ設置したり


• 2年半で退職

• 大学院博士課程（バイオインフォマティクス）


• 2003年ごろJavaからPythonに乗り換え

http://www.tsjshg.info


おもな著書

プログラミング未経験者向
けに書いたPythonの入門
書。いちばん売れたPython

の入門書として有名（2010, 

2018改訂）

Pythonでデータサイエ
ンスを実践するために
必要な基礎ツールの解
説。数学の章を執筆
（2018, 2022改訂）

講談社データサイエンス
入門シリーズの1冊。大学
初等レベルのアルゴリズ
ムとデータ解析の基礎を
Pythonで学ぶ本（2019）

データサイエンスをRと
Pythonの両方で学べる
本。小学校の同級生との
共著（2021）

『Pythonデータ分析 実践ハンドブック』が最近でました！



本日のコードはこちら

https://colab.research.google.com/drive/16Ts-xME8KAI64sJ6olejWn1RgPi4iTup?
usp=sharing



今日のお話

データエンジニアとして成長するためにはどうしたらいいか？

実践あるのみ！



Kaggle

https://www.kaggle.com/



Kaggleのおすすめポイント

• 実践と言われても何をしたらいいか分からないときにいい

• データとお題があふれている


• 実際にコンペティションに参加しなくてもいい

• データだけではなく、世界中の人が書いた実際のコードを見られる


• 賞金総額10万ドルのようなコンペがある

• お金だけではなく、ポイントやメダルと言ったゲーミフィケーション


• 日本語のサイトSIGNATE（https://signate.jp/）もあります



できるデータエンジニアとは？

汚いデータを処理できる



エクセルでこんなデータを受け取った

ファイル名：bad_iris.xlsx

全部で150行あることは、エクセルで簡単に確認できます


（注）ちょっとデータに細工をしてあります



DataFrameにする

何が問題がわかるでしょうか？



欠損値がある

欠損値の場所を特定する

より明確な欠損値の有無の確認



欠損値をそのままにすると

K-meansクラスタリングで3グループに分けようとしてエラー

エラーメッセージが親切（2022/5のVersion1.1.0から）



こんどはこちら

ファイル名：bad_iris-2.xlsx

（注）欠損値はありませんが、別の細工をしてあります



よくある事例です

欠損値はないが、Dtypeが違う・・・



四になってました

引数無しのdescribeメソッドで3列しか出ないことでも気付ける



エラーとしてはstring型をfloat型に変換できない

実際には、全角の数字が混入するなど、読み込み前のファイルをぱっと
確認しただけでは気付けないことも多いが、こうなる前に対処するのが
できるデータエンジニア（だと思う）



不揃いなデータと戯れる
• 実際の仕事では、汚いデータが沢山ある


• Webスクレイピングなどでデータを用意するところからはじめるとこう
したデータを入手できる可能性が高い


• 欠損値や予期しない値の混入があることを前提に解析する

• データ型の違いを常に意識するとよいかも


• （1つの解決策）データの管理にSQLサーバを利用する

• 列ごとのデータ型を固定できる

• pandasのDataFrameとも相性抜群

• 周辺技術へのデータエンジニアには必須



”手軽にできる”を加速するHugging Face

https://huggingface.co/



Google Colaboratoryがおすすめ
学習済みの画像分類モデルを使うサンプルコード

サンプルデータも
Hugging Faceにある



自分で用意した画像を使うには？

https://www.perplexity.ai



すごいものがあふれている

• Hugging FaceとGoogle ColabのおかげでWebブラウザ1つで画像分類モ
デルをすぐに試すことができる


• わからないことがあったら大規模言語モデルを基盤にした生成AIを使っ
てみる

• 暗中模索ではなく、簡単に一筋の光が見える


• PIL（Pillow）はPythonで画像を扱うときによく使われる外部ライブラリ

• 『Pythonデータ分析 実践ハンドブック』の8章にくわしい解説があり
ます



流行の大規模言語モデルを使ってみる

ハイメモリのインスタンスに接続

指示を受け取って返答する関数

モデルの準備



それっぽい返答が来る

パラメータを変更して、返答がすこし変わる様子



何かやろうとすると必ずエラーに遭遇

先ほどの「四」が入っているDataFrameをColabで実行

これを押す



解決策を教えてくれる



AIアシスト機能はプログラミングの強い味方

• 「エラーの説明」は強力

• もちろん的外れのこともあるが、こんな機能はかつて無かったの
で、プログラミング学習の敷居がまた大きく下がった印象


• コード自動生成もある

• メソッドや属性の入力補完ではなく、pickleでデータを保存するコー
ドなど複数行がまるまる出てくる


• ColabPro（月額約1,000円）以上の機能みたいです

• GitHub Copilotを含め、コード自動生成は私自身実は避けてきた


• あまりの便利さに驚いた・・・



まとめ
• データエンジニアとし成長するには実践あるのみ！


• コードを書くスキル

• 周辺技術（例：SQLなど）の知識


• とにかくなにかやってみる

• Kaggleでデータを探したり、Hugging Faceでモデルを探したり


• ひとまず実行してみたあとは

• 仕組みに興味をもって調べてみる→周辺技術に関する知識の拡大


• AIの活用

• 生成系AIにはとにかく聞いてみればいい

• コードを書くときにAIアシスト機能を活用すると負担がだいぶ減る



ご清聴ありがとうございました

月に1回zoomで気軽に参加できる勉強会

『みんなのPython勉強会』を開催中

次回は2024年1月25日（木）19:00～なんと100回記念

https://startpython.connpass.com/


